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でも森高のコンサ！ 
行ってみたいっ。 
きつとタダ かも 






もし乇し 
明日の森高^ 
コンサ1卜 ■ 

のチヶッ丄 
あるんだけど一 
行かないか 























今日すいませんが 
歯医者で、5時までで 
いいですか？えついい!? 
はい、わかりました。 
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何かへんなの彳 
何を話していいか 
わかんない感じ 















こうやって 2 人で 
会つている事 
友達に言うなよ 



おもしろくて 

夕な. X ィ T ィブな面で 

盡 1 VV.M 霧 

いろんな事を知ウていた。 

T も彼の粁動は 

: . ナゾー i つつまれていた。 


こんな事をしていた私でさえ 
ナゾな人だと思た 





私の髪を鼻の穴に入れて 
ヒゲの様にしたり 


家に遊びに行くと 
私に食べ物を 
手で食べさせたり 
もした。 


すごく怖い顔で言われた。 
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けどいつしよにいたら 
甘えん坊なのかな？と思つた 






結局 

私にはょく 
わからなかつた 


於 


Sir 





















ライブ後 


森高十 I 


かさ持って 
K ないんですか？ 



































































だな好本何 
なつき当か 























©新人漫画大行進:入選作品© 


脱皮 


佐々木明 




怪しげな男の 
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保健所に 
連絡しろ 





何もないそ 
























































































































































どにかくアレでした 

♦安彦麻理絵* 



やっぱり、それなりに 





_ 





il 



入選した頃、編集部にて 入選作「おんなのこである条件」 ( Is . lo ) より 


私がガロに入選したのは確か 三年 
ぐらい前です。ハッキリいって、努 
力も苦労もしないで入選しました。 
持ち込みじやなくて、ゲンコーを郵 
送す るつ てゆ—カタチをとつたのて、 
入選した とゆう 事態が うまくの みこ 
めず、ピンとこな^て、いつまでも 
なんか頭の中がフワフワしていて、 
なんかとにかくアレでした。 

でもって「漫画が雑誌にのるのっ 
て、なんかわりとカンタンなんだな 
ぁ一」と思って、調子づいて、も一 
一本かいて送つたら、ソレもまたの 
っけてもらぇたんです。だから私は 
「もしか一 i てアタシつて、すつけ一 
サイノ ーあんじやないのかしら？」 
とゆう、今 S うと恐しいくらいにモ 
ノスゲー大カンチガイ大会を一人で 
くりひろげていました。だから、入 
選したばっかしの頃の私はほんと一 
に超•バカだつたと思います。あ一 
んなチンケなドシロートな漫画でど 
1してそんなにもイイ気になれたも 
んだか。でまあ、色々なんだかんだ 
と、そんなこんなしてたある日、秋 
田書店のヤングチャンピオンにひろ 
つてもらいました。そこで私の担当 
になつた編集の方は、まるで虎の穴 
のごとくキビシイ方で(でも「アビ 
コさんにはまだ甘い方だよ」といわ 
れた日にはじゃあ他の漫画家さんは 


一体どんなふ^ —なのかホントにう一 
んと 思つてし まいました が) とに か 
く私は何度もその人の前でテーブル 
を ひつくり 返した くなるショー ド ー 
にかられ ましたけど、 でも、ただ私 
が未熟なだけでした。漫画に対して 
誠実 じ やない自分が悪いんですから、 
仕方ないんでした。でもつて、そん 
なふ一に反省して る だけ じ やーダメ 
で反省して るヒ マが あつたらおもし 
ろい漫画かかなきやいかんのでした。 

(でもそれはあたり前ですが、容易 
にできる事じやないようです) 

漫画がガロにのつたばつかしの頃 
は、「続けよう」とゆう気は正直いつ 
て、あまりありませんでした。あり 
ませんでしたとゆうのに ど一ゆ一わ 
けか今はできれば続けたいと願うよ 
うになつてしまいました。でもまあ 
願つてるだけじやあ、ただの泡と消 
ぇるアィドル歌手と一緒に、あつと 
ゆ—まに忘れさられて仕事もなくな 
つちやうのでしようけ ども。 

私が 今も、 漫画家で ぃたい、と 思 
つ てられる のは、長井さんに初めて 
お会いした時に、「あなたは漫画をか 
き続けなさい」といつ て 頂いたから、 
だと思います。そういつて項けてな 
かつたら、案外今頃、漫画家じゃな 
くて、なんか、チヤラいことやつて 
たか もしん ないですね。 
















キロ太りました 

♦大越孝太郎* 




咋年6月、対談のあとで 入選作「アカグミノカチ」 ('86. I 2) より 


初めて自分の漫画をガロに載せて 
いただいたのが7年くらい前で日に 
ちに換算すると2 3 7 〇日前です— 
時間にすると5688 〇時間前で分 
こすると341280〇分前になり 
ます。その間に僕は 26 歳になり7キ 
口太りました。ずいぶん経ったなあ 
と つくづく おもい、新人の頃がなつ 
かしくなります。その頃はまだ長井 
さんが一番奥の席にひょっこり座っ 
ておられ、『いつもごくろぅさまです。』 
と原稿をみてくださった。当時僕は 
何回かほかの出版社にも持ち込みを 
した事があり、そこの編集者はいそ 
がしいのかなんだかわからないけど 
乱暴に(本当に乱暴に)原稿をめく 
り『君どこかほかにもっていった事 
あるの？』といいました。『青林堂へ、』 
と応えると『ああ、ガロネ、』。ガロ出 
身の作家なら一度はこの『ああ、』の 
顔をみたことがあると思います。い 
やな顔です。未熟なところを グチグ 
チいわれてもやぶさかではなかった 
けど、僕の場合ーコマ描くのに何時 
間もかかる原稿を粗雑に扱われるの 
はたまらないです。 利益優先雑誌で 
はーコマ 数 時間じゃダメなのもわか 
るけどもぅちよつとやさしくしてく 
れたつていいのにねえ。長井さんは 
一枚一枚丁寧に原稿をめくり『がん 

V 6 りなさい、もつとかいてもつてき 
なさい、なまけち やだめだよ』 とい 



っていた。青林堂の編集さんは原稿 
に対する敬意の様なものをもってい 
る感じがします。僕はいま自分の性 
格を考ぇると青林堂がなかったら自 
分は漫画を描き続けていなかったと 
思う。おせじではなく青林堂のょう 
な新人登用がなかったらとっくに転 
職していた。この仕事を続けてきて 
7 キロ 太ったのは(動かないから) 
ショックだけどいろんな事がわかっ 
ていろんな人に会ぇてとてもうれし 
いです。初めて読者の方から手紙を 
いただいたり大好きな人間椅子とお 
話しできたり、その都度協力してい 
ただいた編集さんや友達にいまとて 
も感謝しています。 

今回 ガロは 新人特集 だそうですが 
自分が新人のときを思いだしてみる 
と 今とあまり違わない気がします。 
技術的には上達しているけどそれも 
まだまだだし お金 もないし 精神年齢 
なんか20才過ぎてから止まっちやつ 
てるし。でも本当はそれが逆にいい 
のではないかと思つたりします。こ 
れからも 読者の 皆さんには新鮮な 漫 
画を 読んで いただきたくがんばりま 
す。ありがとうございます。 


ところで 最近の新人では三本さん 
がダントツに面白いです。タリラリ 
ラーンのベテランさんは『につぽん 
ぱらだいす』を見習おぅ//: 


l 、 v:i 無 


























